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砥部町しあわせプラン
（第２期砥部町地域福祉活動計画）
だれもが幸せあふれる砥部町に

砥部町社会福祉協議会
イメージキャラクター
「ホッと君」

『砥部町しあわせプラン』では、
こどもたちにも福祉について興
味を持ってもらうため、こども
たちに色をぬってもらったキャ
ラクターを使用しています。

地域福祉活動って？ 『砥部町しあわせプラン』
とは、どんな計画なの？　それぞれの地域において人々が安心して暮らせるよう、地

域住民や社会福祉関係者がお互いに協力して地域の福祉課
題を解決するために取り組む考え方です。
　特定の人のためだけでなく、すべての人のために行うのが
地域福祉であり、日ごろの生活の中で手助けが必要になった
時、地域住民はもとより、ボランティアや行政、専門機関と一緒
になって困っている人を支えていくしくみの事です。

　地域住民の視点から、それぞれの暮らしている
地域に対して「地域のあり方」を考え、地域福祉活
動を実際に行動するための計画になります。
　砥部町では2期目の策定となり、計画期間は、
令和4年度～令和8年度の5年間となります。

住民主体の活動は、
どんなことをしているの？

　各地区の小地域についての話し合いの場や学びの場と
して、年に数回、広田、砥部、宮内、麻生の4地区で『住民座
談会』を開催し、様々な地域の課題解決に向けて住民主体
で取り組んでいます。この活動は、地域の方どなたでもご
参加いただける会となっています。

だれもが幸せあふれる
砥部町に！

これらの４校区の地域のプランは、『住民座談会』にて住民の皆様の意見
で作成しました。第1期に引き続き、地域のプランを立てることにより、多
くの住民主体の地域活動がうまれてきます！！
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2期目もアクティブ
にいこうっ！！
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LINE Instagram

社協の取り組み

令和４年度～令和８年度
砥部町社会福祉協議会

砥部町４校区しあわせプラン

魅力ある広田で住み続けよう！
●孤立しない交流のある地域
●地域の自然や文化を可能な限り存続させる地域
●防災意識が高い地域
●砥部町しあわせプラン発展に向けての参加・協力
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文 花 の薫りつづけるまち！
●気づき合いのできる安心した地域
●みんながいきいき暮らせる地域
●継承し続けることができる地域
●砥部町しあわせプラン発展に向けての参加・協力
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●人とのつながりを大切にする愛顔あふれる地域
●安心・安全で住み続けられる地域
●美しい景観や文化を保てる地域
●砥部町しあわせプラン発展に向けての参加・協力

つながりの輪をひろげよう！
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麻生地区 豊かな地域で繋がろう！
●近所同士、顔がわかる、
　困ったときに助け合える住みよい地域
●だれもがいきいきと、暮らせる地域
●事故や犯罪がない安心できる地域
●砥部町しあわせプラン発展に向けての参加・協力

だんだん
麻生の会
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福祉への関心を高めましょう！福祉への関心を高めましょう！
多くの住民の方自らが福祉への関心を持ち、より良い地域社会を保つために、課題解決に
向けて個々の行動の第１歩を踏み出せる地域を目指します。

日頃から、人と人とのつながりをつくり、住民同士で見守り・支え合い、助け合うことが
できる地域を目指します。

●無理のない範囲で福祉の企画や事業等に参加し
てみましょう。
●自分の家族や友人など、地域の人たちの福祉につ
いて考えてみましょう。

みんなで
意識すること！

みんなで
意識すること！

みんなで
意識すること！

みんなで意識すること！

○ 社協情報（社協だより・HP・SNS等）など広く周知します。
○ 福祉理解を広く深め、住民参加型（活動・寄付・会費）の推進を図ります。
○ 地域・学校との連携を深め、福祉学習・地域コミュニティの推進を図ります。
○ 地域の担い手、地域福祉活動協力者を住民と協働で育成していきます。

●今までのつながりと新たなつながりを大切にしましょう。
●自分の趣味や特技を地域活動に活かしましょう。

○ 地域の支え合い活動のしくみや活動協力者を増
やします。

○ 福祉活動を通じて、世代間が交流できるイベント
や講座などの企画づくりをします。

○ 住民座談会、地域活動のつながりづくりのサポートをします。
○ 地域サロン、地域支援団体等のサポートや活動の推進を図ります。 農福連携でのひとコマ

福祉学習でのひとコマ

住み慣れた地域でいつまでも、いきいき暮らせるように、楽しみを
持ちながら、生きがいづくりができる地域を作っていきます。

●地域の行事に参加して、生きがいづくりに励みましょう。
●普段から、趣味のグループや地域とのつながりをもってお
きましょう。
●健康に気を付け、軽い運動を取り入れましょう。

○ 住民の地域活動のサポートをします。（相談助言・参加協力・機材貸出等）
○ 地域カフェなど、住民の居場所づくり・生きがいづくりに努めます。
○ 老人クラブ、地域支援団体等のサポートや活動の推進を図ります。
○ 住民の健康状態の維持・向上を図る企画づくりをします。

災害などの非常時や日頃の生活の困りごとを、一人で抱え込まずに、相談や
助けを求める声を拾い、発信することができる地域を作っていきます。

●近隣者同士、顔の見える関係
にしましょう。
●近所の高齢者・障がい者の
ちょっとした変化に気が付け
る関係になりましょう。（高齢
者等を地域で支えましょう）

○ 住民の困りごとに対応できる「福祉サービ
ス」の充実を図ります。

○ 住民の困りごとに対し医療・保健・福祉など
の連携を図ります。

○ 平時から地域防災の推進に努めます。また
災害ボランティアセンターなど災害復興支援のサポートを行います。

○ 民生児童委員、地域支援団体等のサポートや活動の協力をします。
○ 専門職が関わる支援と住民が担える地域支援をつなぎます。

子ども防災キャンプで
のひとコマ

ウォーキングサークルでのひとコマ

社協からのサポート 社協からのサポート

社協からのサポート

社協からのサポート

みんなでつながり・支え合いの
輪を広げましょう！
みんなでつながり・支え合いの
輪を広げましょう！

だれもが安心・安全に過ごせる
町にしましょう！
だれもが安心・安全に過ごせる
町にしましょう！

楽しみながらいきいき暮らせる
地域をつくりましょう！
楽しみながらいきいき暮らせる
地域をつくりましょう！

方針 方針

方針 方針

　みんながいきいきと目標に向かって取り組んでいくことが、小地域から、町全体の活性につながって
いきます。「地域を見る力」「支えあう力」「開発し、行動する力」「続けていく力」「輝かせる力」「地域の将
来をえがく力」…。
　ひとつの力の高まりが、他の力の高まりへと連動していきます。これこそが“つながるしくみ”なのです。
　住民の皆様の思いや行動が、交ざりあい、重なりあい、あわせあうことで、「だれもが幸せあふれる砥部
町に」と繋がることを願い「砥部町しあわせプラン」としています。

だれもが幸せあふれる砥部町に
  ～砥部町しあわせプラン～
だれもが幸せあふれる砥部町に
  ～砥部町しあわせプラン～

※砥部町全域のプランです。

みんなで「力」を合わせましょう！みんなで「力」を合わせましょう！


